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大阪港夢洲地区の物流に関する懇談会

○ 2025年大阪・関西万博開催に向けた準備が本格化するなか、夢洲地区に流入する車両等による港湾物流への影響が懸

念されていることを踏まえ、港湾関係者において現状・課題、周辺情報について情報交換・共有することを目的に、

国際物流戦略チーム幹事会の下に「大阪港夢洲地区の物流に関する懇談会」を設置（2019年12月に第１回会議開催）。

○ 第7回懇談会（本年1月13日開催）では、大阪・関西万博が閉幕したことを受け、これまでの取組みの振り返り等、夢

洲の物流交通対策の成果について、情報交換を行った。

第7回「大阪港夢洲地区の物流に関する懇談会」

■ 日 時：2026年1月13日（火）15:30～16:30
■ 場 所：大阪港湾局 第８、９会議室
■ 出席者：

◎上村多恵子 ロジスティクス経営士（国際物流戦略チーム学識経験者）
桝谷 英樹 大阪港運協会 常務理事
村木 亮一 夢洲コンテナターミナル株式会社 事業所長
髙嶋 寿夫 株式会社辰巳商会 取締役 港運事業本部長
上野 耕一郎 一般社団法人大阪府トラック協会 常務理事（代理）
田中 利光 阪神国際港湾株式会社 代表取締役副社長

  尾下 武史 公益社団法人関西経済連合会 地域連携部 副参与（代理）
オブザーバー：公益社団法人2025年日本国際博覧会協会
事務局：近畿地方整備局、近畿運輸局、大阪港湾局 

◎：座長 ※敬称略・順不同

■（参考）過去の開催実績：
2019年12月２日：第１回開催 2021年２月８日：第２回開催
2022年１月20日：第３回開催 2023年１月19日：第４回開催
2024年１月31日：第５回開催 2025年２月４日：第６回開催

■（参考）体制図

大阪港夢洲地区の物流に関する懇談会

国際物流戦略チーム 幹事会

国際物流戦略チーム 本部会合

１

参考：国際物流戦略チーム「今後の取組」（2022年3月とりまとめ）



➢ 夢洲における物流交通対策について

夢洲等における交通インフラについて、万博工事開始までに、此花大橋・夢舞大橋・舞洲幹線道路の６車線化、万博

工事車両の増加が見込まれる令和6年夏頃までに、夢洲北高架橋の整備等を完了させ、令和6年12月までに主要交差点の

立体交差化及び夢洲幹線道路等を含め、概ね全て完了したことを報告。物流交通対策については、万博開催前までに、

車両待機場の整備、荷捌き地の拡張・ゲート増設、CONPASの導入等の取組みを進め、万博開催期間中においては、ター

ミナルゲート時間延長について、万博開幕直後及び万博終盤期に、港湾関係者の協力のもと実施したことを報告。

➢ 万博工事期間中の道路交通状況について

万博工事のピーク調整による平準化や、工事車両の適正な運行管理を実施した結果、工事車両台数の実績は、予定の

半分以下となったことから、万博工事期間中の道路の交通影響に関する大きな問題は生じなかったことを報告。

➢ 万博開催期間中の道路交通状況等について

万博来場者の円滑な輸送を確保するとともに、市民生活や経済活動への影響を最小限に留めることを念頭に、日々の

交通状況をAIカメラ等によりモニタリング・分析、来場者輸送センターとの連携を行うとともに、予め実施期間を定め

て計画した追加的対策等を実施し、万博期間中の6か月間において、万博会場周辺の道路交通に混雑は発生しなかった

ことを報告。

２

当日のご意見等

資料説明

➢ 万博準備期間中、開催期間中において大きな混乱がなく閉幕に至ったとのコメントがあり、関係事業者の協力に対す

る感謝の発言があった。

➢ 今後の課題として、整備した交通インフラや港湾の機能を大阪港の利用拡大につなげていくことが重要という意見が

あった。

意見交換概要



【参考】夢洲等における交通インフラ整備・物流交通対策について

【夢洲・舞洲・咲洲等における取組状況】

咲洲

舞洲

コンテナ
ターミナル
Ｃ１０～１２

コンテナ
ターミナル

Ｃ８・９

コンテナ
ターミナル

Ｃ１～４

外貿
多目的埠頭

Ｃ６・７

【１】此花大橋（４車線→６車線）
令和４年10月 完成

【２】舞洲幹線道路（４車線→６車線）
令和４年７月 完成

【３】舞洲東交差点立体交差化
令和６年 ２月 常時左折可
(此花大橋→夢洲)※万博開催期間中まで

令和６年１２月 完成

【４】夢舞大橋（４車線→６車線）
令和４年８月 完成

【１０】係留施設等
令和６年12月 完成

【９】鉄道（南ルート）
令和７年１月 開業

夢洲

【７】観光外周道路
令和６年12月 完成

万博
会場

：交通インフラ整備

：物流交通対策

【５】夢洲幹線道路（４車線→６車線）
令和６年12月 完成

【５】ｺﾝﾃﾅﾀｰﾐﾅﾙ背後道路拡幅
令和６年３月 完成

⑤咲洲へシフト（空コンテナ返却場所一時移転）
 夢洲コンテナターミナルに返却される空コンテナの
一部について、夢洲以外のターミナルへの返却を促
進するために、補助制度を令和7年4月に創設
交通状況を踏まえ、対策は未実施

②荷捌き地の拡張（ゲート増設）
令和７年２月 運用開始

④ターミナルゲート時間延長
万博開幕直後の４週間及び万博終盤期

の３週間にゲート時間延長を実施

①車両待機場の整備
令和５年３月

150台分供用

③新・港湾情報ｼｽﾃﾑ「ＣＯＮＰＡＳ」の導入
令和６年３月 運用開始

①車両待機場の整備
令和６年11月 670台分 供用

3出典：（地図）国土地理院

【６】高架橋（２橋）
北高架橋:令和６年８月 完成

  (当初R6.12月から前倒し)

南高架橋:令和６年12月 完成

阪神高速 湾岸舞洲出口の改良
令和６年６月 完成 ※天保山JCT渡り線含む

【８】咲洲トンネル西交差点等改良
令和６年７月 完成



ﾊﾟﾋﾞﾘｵﾝ建設等

● 基本計画策定 万博開催（4～10月）

【1】

【2】

【3】

【4】

【5】

【7】

【8】

[事前調査]

[インフラ部]

[インフラ外部]

（浮桟橋・待合所）

（波除堤）

工事

咲洲での追加整備

③ CONPASの導入
新・港湾情報システム

（CONPAS）

項目
2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 ～

H30 R1 R2 R3 R4 ～

大阪・関西万博
基本計画

検討･設計等 整地・ｲﾝﾌﾗ工事
撤去工事

検討･設計等

R5 R6 R7 R8 R9 R10

舞洲幹線道路（6車線化） 設計等 工事（6車線化） 工事

舞洲東交差点立体交差化 設計等 　　　　　　　工事

IR
公募・設計等 工事

此花大橋（6車線化等） 設計等 工事（6車線化）

【6】
高架橋（夢洲北） 設計等

高架橋（夢洲南） 設計等 工事

夢舞大橋（6車線化） 設計等 工事（6車線化） 工事（歩道）

夢洲幹線道路（6車線化） 設計等 工事

観光外周道路 設計等 工事

咲洲トンネル西交差点改良

【9】
鉄道

（南ルート）

基本検討調査等

設計等

設計等

【10】 係留施設等
設計等 工事（浮桟橋） 設計等 工事（待合所等）

設計等 工事

工事

概略設計 詳細設計 工事

① 車両待機場の整備
夢洲での追加整備 詳細設計 工事

設計

C12ｺﾝﾃﾅﾀｰﾐﾅﾙ拡張※、
ｹﾞｰﾄ増設

（※ 増設ゲート周辺部分）

②
荷捌き地の拡張
（ｹﾞｰﾄ増設）

検討・協議等 詳細設計
コンテナターミナル拡張工事

増設ゲート工事

工事

設計

社会
実験

社会
実験

※

実施
検討・協議等

⑤ 咲洲へシフト 空ｺﾝﾃﾅ返却場所一時移転
検討・協議等 詳細設計 C6,7ガントリークレーン整備

④
ターミナルゲート
時間延長

昼休み等ゲートオープン
時間の延長

※万博閉幕後に歩道設置

工事

工事(開業準備込)

工事(開業準備込)

右左折
2車線化済

北行き
3車線化済

※IR施設の開業
（2030年秋頃）

常時
左折可済

設計等 工事

社会実験

順次導入

運用

運用

開始

ｼｽﾃﾑ
導入

概略・詳細設計、
試験期間中の改修 試験運用等

供用開始

供用開始

供用開始

供用開始

運用

開始

※対策を計画していたが、

交通状況を踏まえ、対策は未実施
4

【参考】夢洲等における交通インフラ整備・物流交通対策 工程

交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備

物
流
交
通
対
策

夢洲内 計670台 

①
車両待機場の整備

②
荷捌き地の拡張
(ゲート増設)

【3】
舞洲東交差点
立体交差化
（R6.12完成）

北高架橋 西から東方面

【6】
高架橋(夢洲北)
（R6.8完了）

【9】
鉄道(南ルート)
（R7.1開業）



【参考】万博工事期間中の道路交通状況について
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予定 実績 予定 実績 予定 実績 予定 実績 予定 実績 予定 実績 予定 実績 予定 実績 予定 実績

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

令和６年度 ピーク日 工事車両台数 (予定・実績）

インフラ 万博 IR

台/日台/日

• ピーク時の混雑を避けるために、万博工事(リング、パビリオン、駐車場など)のピーク調整による平準化や、
各事業(万博・インフラ・IR)における工事車両の適正な運行管理(時間帯、通行経路)を実施。

• その結果、工事車両台数の実績は、令和6年11月の最も多い実績台数で、1,523台/日であり、
予定の3,130台に比べ、半分以下となったことから、万博工事期間中の道路の交通影響に関する、
大きな問題は発生しなかった。

ピーク月
(予定)

※R7.1.24 第6回夢洲万博関連事業等推進連絡会議及び第7回同幹事会資料抜粋(一部加工)

ピーク月
(実績)

予定 実績 予定 実績 予定 実績 予定 実績 予定 実績 予定 実績 予定 実績 予定 実績 予定 実績

IR 100 24 110 24 140 59 160 136 381 71 596 82 755 241 934 157 910 289

万博 1,113 835 1,246 758 1,040 782 1,624 725 2,158 822 1,946 922 2,074 864 1,796 1,058 1,767 744

インフラ 400 180 400 159 400 220 400 150 400 149 400 275 400 371 400 308 400 172

計 1,613 1,039 1,756 941 1,580 1,061 2,184 1,011 2,939 1,042 2,942 1,279 3,229 1,476 3,130 1,523 3,077 1,205

(参考)

一般交通 ※交通シミュレーションにおける予定台数

10月 11月 12月

17,727

4月 5月 6月 7月 8月 9月

※交通シミュレーションにおいては、各工事のピーク台数を重ね合わせて、最も厳しい状況を想定して算出



【参考】万博開催期間中の道路交通状況について
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グラフタイトル

一般小型 一般大型 コンテナ 万博小型

万博大型 IR工事 通勤 交通容量

⚫ 万博開幕後、万博会場周辺の主要ポイントにおいて、AIカメラ、トラフィックカウンターにより、毎日の交通量を把握し、分析
を実施

⚫ 交通影響検討で実施した結果と実績の傾向は一致しており、交通量のピークは、同じ箇所及び時間帯で発生

⚫ 万博期間中の6カ月間においては、万博会場周辺の道路交通は交通容量を下回り、混雑は発生しなかった
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湾岸舞洲出口（天保山方面）

一般小型 一般大型 コンテナ 万博小型

万博大型 IR工事 通勤 交通容量

◆来場方向のピーク値 高速ルート（湾岸舞洲出口 天保山方面から）の10時台が容量比89%（10/8（水））

◆退場方向のピーク値 南ルート（咲洲トンネル西交差点）の15時台が容量比85%（ 6/23（月））

交通影響検討結果（ピーク時)

容量:1350pcu

1350pcu（100%）

此花大橋

夢舞大橋

夢洲

北ルート
舞洲

咲洲

Ｅ出入
口

阪神高速 湾岸舞洲出口
（高速ルート）

咲洲トンネル西交差点
（南・中央ルート）

白津1丁目交差点
（北ルート）

阪高トラフィックカウンター

既設AIカメラ

ライブカメラ

1204pcu（89%）

万博会場周辺の道路交通状況

◆来場方向：高速ルート（湾岸舞洲出口天保山方面から）
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万博大型 IR工事 通勤 交通容量
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南ルート（咲洲トンネル西交差点）流出

一般小型 一般大型 コンテナ 万博小型

万博大型 IR関連 交通容量

容量:1350pcu

◆退場方向：南ルート（咲洲トンネル西交差点）

実績（10/8）

実績（6/23）

容量:1740pcu 容量:1740pcu

1699pcu（98%） 1486pcu（85%）

※車両分類の台数は推計台数である

交通影響検討結果（ピーク時)

※R7.11.25 第5回大阪市道路交通円滑化対策会議幹事会資料抜粋(一部加工)

⚫ 万博会場への主要アクセスルート(高速道路含まず)や主要アクセスルートを補完するルートにおいても、JARTICからの渋滞情報
データを入手し、万博開催前(1年前の同時期)のデータを比較した結果、万博交通による大きな渋滞は発生していないことを確認 。

万博会場周辺以外の道路交通状況
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⚫ 万博開催期間中に、来場者の円滑な輸送を確保するとともに、市民生活や経済活動への影響を最小限に留めることを念頭に、日々の交通状
況のモニタリング・分析を行いながら、追加的対策を実施。

⚫ 「来場者輸送情報センター」と緊密に連携し、駐車場の予約台数などの万博交通情報と、交通量の予測データなどの道路交通情報について、
日々相互に共有。

万博会場周辺の道路交通のモニタリング・分析

① AIカメラ等によるモニタリング

② 各車両の日々の増減傾向の分析

※ライブカメラで主要交差点の交通状況を常時把握

此花大橋

夢舞大橋

夢洲

北ルート舞洲

咲洲

Ｅ出入口

阪神高速 湾岸舞洲出口
（高速ルート）

咲洲トンネル西交差点
（南・中央ルート）

白津1丁目交差点
（北ルート）

阪高トラカン

既設AIカメラ

新設ライブカメラ

・AIカメラ等により、各ルートの主要ポイントの交通量をモニタリング

・物流車両、IR工事車両、一般交通の台数実績や推計値から、
車両ごとの増減傾向を把握

大阪市
来場者輸送
情報センター

日々共有

道路交通情報 万博交通情報

●連携内容

予測に活用

【参考】万博開催期間中における交通円滑化に向けた対応

追加的対策の実施状況

◆ 追加的対策A：各事業の工夫により、交通量の状況に関わらず、予め期間を決めて実施する対策

◆ 追加的対策B：日々の交通状況のモニタリングを行いながら、交通容量を超過する見込みとなった場合に、

                         機動的に実施する対策

※R7.11.25 第5回大阪市道路交通円滑化対策会議幹事会資料抜粋（一部加工）
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